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「学ぼうよ　夢に向かって　一直線」　橋本優ゆう吾ご さん（葛巻小４年）の作品

▶達人と遊ぼう
　「ほうき作りコース」③

▶平和ポスター作品展

▶移動図書車
　“やまどり号”1月巡回日

と　き　1月22日（金）13:00～16:00
ところ　江刈農村センター
内　容　ほうき草でミニほうきを作ります。

材料がない方や今回だけの参加も可
能です。

対　象　成人
参加費　500円（材料代）
持ち物　タオル、ハサミ
申込み　1月18日（月）までに葛巻町公民館

（☎役場内線162）へ

と　き　1月9日（土）～20日（水）
ところ　総合センターロビー
内　容　町内の小学５、６年生の作品展
主　催　葛巻ライオンズクラブ

22日（金）江刈・北部方面
25日（月）五日市・江刈馬淵・江刈川方面
26日（火）小屋瀬・吉ヶ沢方面
27日（水）田代～茶屋場

俳句を楽しもう④俳句を楽しもう④
　新しい年のはじめは、「葛巻町子ども芸術展」(12月８日～
17日展示)の俳句を紹介します。小中学生の作品はどれもすば
らしいものでした。
　その中でも金賞が多かった小学一年生の６作品を紹介しま
す。

　いかがですか、子どもたちの目はいつも新鮮ですね。松
尾芭蕉は、俳句を「三尺

せき

の童
わらべ

にさせよ」と言ったそうです。
　大切なことは、素直な感受性でしょうか。子どもたちの
俳句から学んだことです。皆さんも葛巻の自然を眺めてみ
ませんか。
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葛
巻
小
学
校
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七
十
三
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）
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
わ
い
わ
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が
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」
は
十

二
月
十
四
日
、
同
校
の
家
庭
科
室
で
行

わ
れ
、
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
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方
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ご

作
り
教
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を
開
催
。
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と
作
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を
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め
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姿
も
。
参
加
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。

てきぱきと、へっちょこだんご作りに挑戦する子どもたち

葛巻小、わいわい遊びのがっこう

へっちょこだんご
おいしくできたよ！

女性の視点で
より良い地域づくり
第24回葛巻町女性のつどい
　葛巻町女性団体連絡会（前原頼子会長）主催の
第24回葛巻町女性のつどいは12月６日、ふれあい
宿舎グリーンテージで開かれ、所属する６団体の
会員ら約100人が参加しました。
　開会行事に続き、日本赤十字社岩手支部の佐々
木志津子さんを講師に「すこやかに生きるための
しあわせ講座」と題する講演が行われました。ま
た、午後にはＪＡ新いわて葛巻中央支所女性部員
による寸劇が披露され、アドリブを交えた役者顔
負けの演技に会場からは大きな笑いと拍手が沸き
起こりました。
　参加者たちは、女性ならではの視点からまちづ
くりに参画し、より良い社会にしていくことを誓
いました。

佐々木先生の「女性が元気いっぱいになる話」に会場は
元気な笑い声の連続

重力ピエロ

怪談レストラン（1～50巻）

親から子へ伝えたい17の詩

伊坂　幸太郎　著

松谷　みよ子　他　著

ドロシー・ロー・ノルト　他　著

　連続放火事件の
現場に残された謎
の落書き。無意味
な言葉の羅列に見
える落書きは、一
体何を意味するの
か。キーワードは、
放火と落書きと遺

伝子のルール。とある兄弟の物語。 

　ようこそ「怪談
レストラン」へ。
幽霊、亡霊、心霊、
あの世…とさまざ
まなお話しをとり
そろえました。背
筋がゾーッとする
楽しい怪談。さあ、

どうぞお入りください。

　学校や家庭で、
色々な悩みを抱え
る子どもたち。こ
れらの詩は、そん
な子どもの成長を
支え、親にとって
の子育ての助けに
なるでしょう。
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　町は、町民の皆さんへの情報の提供と地域経済の活性化を図るため、
平成22年度の「くずまきカレンダー」に広告を掲載していただく事業所
等を募集しています。
　■掲 載 料　１号広告（縦5.0㎝×横7.5㎝）　 5,000円
　　　　　　　２号広告（縦5.0㎝×横15.0㎝） 10,000円
　■発行部数　3,300部（4色刷り、町内全戸配布）
　■募集期間　平成22年１月４日～ 29日
　広告掲載を希望される事業所等は、教育委員会事務局生涯学習推進室
（☎役場内線275）へお申し出ください。
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